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ll、 偲1親 のlll年　齢1、
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くン㌧．

「’『駕、〔，

　　　　　　ドr『

20癩学咳劇
25歳．、～う・29歳L

．36fl歳㌣よ ・§4』 3

35’歳以≧上　し、

不　 明　
モ1

扮1、ンゴ蹄ノ1』6 帆㌃σ

一£∴』1ぢ　5Pぎ・

慌　　431σ　真憐
　　　191計・≧・2f
　 匹字：．31，4 12
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『
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’∫’325

”3510』、

』『1＼0．5

猷8釦…δ　5r／ ・・… 6き”
」1．迦，9。

第3巽

c高

　不

　　　　　　　　　　　　厩中野北保健所　　鳥　　　　　　　　 、」愛：育：1』病 院

牒鰍鰭駕、シ
　　　　　　　　　　　劣 姻答歎二慌％ 回答数

　　　　 “学 り 三　32』37し2雫　6　11」8　　2
　　　11．菖　I」大呂．臣　23／26』7』鴇　2・　4．0　　6
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　　　　　　　　　 1r　．1・21　 Q　　　　6
　　　　　　　　　、！11 二2・　　0　　　　11り　　　　　　明

1の

取 総　　計

…iα」・51 ／…』・163

鑑
　　いミ』回答数

、％

3．2 40 』ll20iO

9，5・1 31 1江5。5

11，1：F 19 癖9，5

曳i471 6
，　一

84 辺2．O

17．5
17 」兆31
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1．6 2 ▽江5’

1・…、1 2σゆ 1・！ ㈱9』
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（2）対象者（母親）の子どもの性別内訳は第4表の通りであった。

第4表

子どもの性別
1愛育病院 中野北保健所 鳥　　　取　　　　総　　　計

1回徽 ％ 回答数 1％ 回答数 ％　　　回答数 ％

　　　男

　　女

　　　　　　明

88

00

63．8

6．2

0

49

83

54．5

2．2

．3

62

85

49．6

6．4

．0

199

46

8

56．3

1．4

．3

計 138 1000 90 1000 125 100011　353 10009・1・・…1・251 1・軌・”35311・軌・

（3）子どもの年験

　愛育病院：生後1か月から満14歳138名

　　　　　　うち満1歳以下45名（32，6％）

　中野北保健所＝生後工0か月から満15歳90名r

　　　　　　うち3歳児47名（52，2％）

　鳥　　　　 取：生後7カ、月力』ら満16歳125名

　　　　　　うち満1歳以下4名 （1ユ％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　，以上のように母親の年齢・子どもの年齢ともに，愛育

病幌が一番低く，次いで，中野兆保健所・鳥取の順比な

っていた。すなわち愛育病院では，乳母寧（イピーカ

ー）を築現在使用中ミという者が多く，中野北保健所で

はモ最近使用終了毫鳥取では築以前使用したモという者

が多かった。

　したがって，これら地区を比較する場合地域差の他

に，使用した時期も考懸する必要があろう
、

（4）対象者の住環擁について

　　対象者の居住としている，住宅形式・居住地域・

　外出の便利さは，第5表，第6表，第7表の通りで

　あった。

　　「外出の便利」というのは，β常の買物をする所ま

　での近さ，交通の便（停留所からの距離）などで判

　断したものである。

第5衷

住宅について住宅形式
愛育病院 中野北保健所 　　　～　　　　取　　総

回答数一 ％ 回答数』％ 回答数 ％　　回答数

ニエレベーター 付共同住宅

エレベーター無共同住宅
一　　　　　戸　　　　建
そ　　　　　の　　　　　他

不　　　　　　　　　　　明

25

14000

29．1

4．4

6．5　

　0
0

2．0

7．2

6．9

．9

0

016200

　0
．6

8．4

0　0

26

住宅について住宅形式

計

愛育病院
回答数1傷

86　100．0 511肌・

総

回答数

631・・…II2・・

計

％

13．0

20．5

65．5

1．0

　0

100．0

第6表

居　　住　　地　　域
愛育病院 中野北保健所 鳥　　　　取 総　　　　計

回答数　　％ 回答数　　％ 回答数　　％ 回答数　　％

、団

住
1商

工

．・

そ

不

居　住　地　域

業

宅

店

の

地

地

地

街

帯

村

他

開

4
71

10

0
0
1
0

4．7

82．5

11．6

　0

　0

1，2

　0

3
43

5
0
0
0
0

5．9

84．3

9．8

　0

　0

　0

　0

鳥

0
9
2
0

50

2
0

取　　総

　0

14．3

3．2

　0

79．3

3．2

　0

7
工23

17

0
50

3
0

計

3．5

61．5

8，5

　0

25．0

1，5

　0

計 86　100．0 51　100．0 631・軌・1 200　100．0
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第了表

　　　　　「　　■　’　
r　「

　出　の　便 利　さ
愛1脊病僥 ・中野北保健所㌧帆恥 1ミ5所取 ヘデ 　　計

回答数 ％ 回答数 ％ 回容数 鬼　麟轍 ％

便　　　　　　　　　　　利
ふ　　　　　　　　　つ、 　　　　　　　う　さ

勘　　　や　　』不　　　使』

　　　　　　　　’使＝
育；　　　　　　、．）　　に明

　　63
』、

工婁U・　一『1b』

　　 σ∫

‘

0

　73．3’

0≧

　α

　　34
　15』　21

　01

　砺

66．7

29．4

3．9

　0

0

17

213

01　

27．0

50．3

2Q．6

　0
．6

114 罫57‘0

30』0

12．5

　0

よOP5

、評・ 86 1 1001σ ㌧：　5f／
10010 63

・1
・・…IIl2・α 主00．0

．柱宅形寧1ま・鳥取参♀＄・4弩｛戸建であ？たφ1に対r 、∬

し，愛育病院の53．5％，中野北保健所の39‘2％が，共1・

同住宅（等レベータ廿付ジエヒベータ舟無）1：の居住者

であ った。　　　rr ”r

ヤ≒1T
』、・ r［』’・』∫11．繁、1孝　．

溜住地恥愛育病院の825％沖撃北保健所㊨
84，3％が，住宅地であるのに対し鳥取では79く3％が，

農村地区であった。

外出の便利さは，愛育病院の88．4％，中野北保健所

ご
の96遇％が「便利』文は「ふづう」そあったが，鳥取

　では「ふつう」又は「やや不便」㌧というのが71．4％で

1あづた‘・ぐ乏 P

1汽、こめよづに敵住環境｝痢凍京㊤a地区 （愛育癖院と

　中野北保健所〉はあまり差はなかったが， ．鳥取に農村

、地区と1いう：こと、でに特徴的結果どなづたよう であるム

（5）母親が外出する際，子どもの世話をする者がいるか

　ど うが，にっいては第8表のような結果であぢだ訟

第8表
畷外蹄子ども律識拓麺1有無　㌧1・

レ　　｛』蔽

　伽ノ　　　　 “　　　　　　f・　「「　　　　凸

愛育5癒院 喚野北鰹所、 胤　　　取．

1麟鞠 ％皇
讐

鞠答凱5』

1　　　　　　　覧f

％奇 『1向答数 ％

e．まい　　も　　　　≦！　　　　唱…　る　，

rい、ギ1～1　な！、霊　　　い、ぬ

不　

　　　り
　42
』　翼＝

ヘ　ー　　　　　サ

　48・蔓

』5L21

f 0

r　　　胃

　2界
　2先
　、 0　

53言0、

7二〇

0

罠147
、タπ

　4

　74．6

6－14・・

総

庫答取

116

80

4

一　　計 86　・100．0、

　計
卜影

．ll：1

　’2．0』

5旧・餌…63↓46副一2・・…伍σ

　普段子どもの世話をレている母親魅外輿窯ゑ墜3母

親以外に子ざ極璽丙倒瞥壱逢考屡㌧霊壁ヤ・難姦喫答』

、』 煙は轟騨7香多秘7生暇であ？顔、．鞭｝で申

野北保健所53・吻・愛蘇鴎48・＄％と碗概．＝，“．

、第9衷

誉、．、斗の締琴壱挙，ε核塞峰化西理度≧牽わしたもqとも考

紡、璽袖 題鎮欺1』1㌃ ＝一

』』ン
「』≦1

（5羊母親参容声以恐璽仕事IF祥箏 レでレ）るが芹う挙⑫轄

果は第9表の通りであった。

ト1’

母琿が家事以外に仕事を持6ている 愛育病院 中野北保健所 鳥 取 総
・が．

［　　　　　　　　　　　　　　　　 　’

．回答数丁 』乙7i％ 回答数 ％ 回答数 ．％．、．
回答数、、　、

、影

瀦層翰て い　なヒ、 、姻
・’ 家め‘1内Pで 持っ　て ヤ・る

遷吻で彬て校る，、不

　　　　　　　明

』ド

　　・6
、rヒ

7＄Tい 34，8

…r r7．0

　　7．0「
　　1．2　　　　ゴー　r・

．　33

　6

　5
　r

　2r

74．4

1．8

．8

．0

15

30

一15『 』2318

　　［『23．8』U

　　52．4

　　　σ

曳 〆126』

27－

　’44

　3

蛋63♂o』

13；5』

22．01

；1．5

～
一乞　　．　　計．r 8蔓 100．q

51
100．0 63 1・砥・1 200

100．O

Ull
二3　 1－1 ’　t．∵二　rr』r 1　摘．』駁　 飛続ヒ1　’、

卑奉㊧名箏暫≦愛育爽院乳雫野北保健所）ではヂ家・

事以丼の仕事を持だない母親の方が多かった（愛育病
院蹴中野北保健所脇）鳥灘ま逆吻鶴1
外で家礁以外の仕事を持っている母親の方が76．2彩ぢ．♪
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多かった。

　これほ∫r 鳥取の対象者の多くが保健婦又ほその経験

者であったこと・，農村地区に居住している者が多かっ

第13集

　たこと（79．3％）などと関係していると思われる。

（を）・自家用牽の有無は第1b蓑4）通りであらた。

第m表

盲家用車の有無

持　　っ　　て 　い　　る

』持っ ．て い　な　い
不　　　　　　　　　　明

』愛育病院

回答数

　　47　　54．6

　　28　　3216．

　　11 　12．8

病院』 中野⇒ビ保健所 鳥 取 総

％ 回答数　　％ 回答数 ％ 回答数

13 　25．5

32、　62．7

6　 11．8

計
86r

100．0
5・1・・…

51　　　81．0　　　　　111

12　　　　19，0　　　　　　72

0　　 0　　　17
6釧 1・軌・ll2・・1

計

％

55．5

36．0
8．5『

100，0

　自家用車の所有率が一番高いのは鳥取で8L　O％であ

づたポ次いで，愛育病院54．6％，1中野北保健所25，5％

とな6た。、

鳥取の自家用車所有率が高いのは， 農村地区で他の

交通機関が発達していないことなどが考えられよう。

2．乳母車（ベビーカー）の所持率

　乳母車（ベビーカ』）の所持率は，第11表のようで

　あ6た5　・　　　　　　 r』 　 △’ ～一

第11表

乳母車（ベビーカー）の所持率
使用率）・

愛育病院 中野北保健所 鳥　　　　取　　総　　　 彰計・

r画答数． ・％ 回答数 ％ 回答数 ％ 、回答数 ％

持っている（使った）

　　　　　　　　　』・こ持っていない（使わなかろ

た）

1含

台3台ギ

55

16

餌．σ

27L9

は7．0・1

r　’41’

　6「　　1

　き

ε0．3

11．8．

．0

．9

47

2014

74．6
．2

222，2

　 M3

　　32

　2

　23

翼L5
6．0

■・ ．〇

11．5

計 86 100，0 　51 ・100，0 　63
・・砿・ll2・・ 1bo．0

，全体の83・5％（2qo．名中・77名）が乳騨（噸一

カー）を使ってレ、た6そのうちのべ3’台持っている

（使った）と回答した者が2名（1．0％） 2台持ら』て

いる（使φだンと回答した者が32名てi6ゆ％）みられ

た。　　　　　　　　　　 　　　”』 ’弓七

愛育病院での所有率は93．0％，中野北保健所では

94・1％噺だが・』鰍は8718％願弊ゆ
やや低かづたづ　　　　　　　　　　　　』

3［． 乳騨（ベビ功一）を所匙な賭
1

∵、

（1）乳母車（ベビーカ」）一を所持しなし ・理由はヂ第12表

　のよう＝ なものであった。

第12表

　筑母車ジ（ペビーカ÷）を持ら（
、，．1き・な憾≦使わな牟？た）・理由

8愛育病院　　中野北保健所　　鳥 取　　総 計

回答州％ 回答剃％回徽 ％　　』回容数　　二、％

↓’1

ど』もがぜだ小さい 2 33．0　． 0 0 0 ．　　o
2 ’．8，7

必　要　が・な ”い　か　　ら 3 50．0 2 66．7
13r

92．9
18 ヤ8．3

そ 　　　　の　　　　　他 2 33．3 1 ・33，3、r 0 0 3． 13．0

し不　 「礁　　 し　　　　明 0 0 01 0 1 7．1 1 4．3

計 16名中1・・呵3名車1 ・・…1略中 ヌ・・，・II2睾名中
100。0

（但ゼ、酪は微回容獄）．
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高橋地・ 乳母車の使用実態之事故調査

』乳母車1（ペビーカ、［）を所持しない者が少数なため1

1は っきり丁とは言えないが，結果では，r所持しない理由

りどして一番多かったの曝「必要ないから」’といろ理由1

1であったもとくに，ロ鳥取でほ92，9％ま宅「必妻ない」

を理由にあげていた6、藍

1，6r　　このこと昏ホ，家族構成や抱っこ乙・ おんぶな～ζ乳母車

、：．ヒ　（べど一カー）以外の方法に対する意識とも関係する

∫』ノろと思われる。・　で乙丁＼虻二烈二iい≧

　（2）乳母車（ペビ｛カー）以外の乳幼児を連れての外出

　 乙方法はイ、 第13表の通りであったo

第13衷

1乳母車くペビ』カ「）以外の乳 ・愛育 病院　　中野北保健所＝・』鳥＝ 取「1・、総・二 1計

1幼児を速れての外出方法　1
回答数 －％ ．回答数 ％， ・ 回答数 ％』ll購

お一　　　　ん　　　　　 ぶ．、 0 0 』2 、66．7 ・　 ’8． 、57． 1 1“

・抱　　　　　っ　　　　　こ　， 5、 0 0 3 2三，4 8、 34．8

抱　　っ　こ　 ベ　ル　　ト』 ［0　1 0 1 33，3 　　0
0 1 4．3

自　　　　動 　　　車 3 50．0 0 0 1 7．1 4　1

そ　　　　　の 　　　　他 3 0 0　 0 〇 　　0　 0　1 0

計 銘中1蜘・ 3名中一・伽く主4榊・6・・b／1瀦聾・伽

（但し，回答は複数回答式）

．、浮L母車、くべご一衷．r）を所持しな吟者が乳幼児を連・
、

ゴ牲て外出する際』 多く用bられているヵ珠は「論んぶ」

マ4＄，5％と1「抱っこ」 （34．8％）であった6

，』．ご 育病院で「おんぶ」を用いる者が一人も見られな1

、1かったのは，子どもがまだ小さく首がすわっていない≧・

第14表1『一

　 ため，「おんぶ」ができないためもあろうと思ねれる。

・．馬　乳母車（ベビー卑一） の入手亥溝

、（1）乳母車（ベビーカ槍）の入手方法は第蝉表の通りで

　1あっ た。　一 　：、ラ　 』 　ン　｝〕　 　く。ゼ

N

　ぞ乳母事（醜ご一力←）の入手方、

“『購　※1こ♪ゾ、・1 ヒ三il 、』二孟

愛育病院1　中野北保健所 取　　総 く計

1回答数注栂％1 賭数：％回激1』紛回騰％．
實　　　・・っ　　　た

漸品ン・ ！を1一　　　〆九

沖諸をし嘩、、 ρ’．．た

1そ　　　　の　　　　他

不”明』

　62

　18 ㌔㌧

・7 1

小』 1』

77．5

22．5

　0

1．3

35　　　　72．9　　　　　・33　　　　67．3　　　　　130 　　　73．4

〆 ，、ノ…　12・5㌧

　　、
8L

　一，・σ・　覧9

　　0’　　α

r・

8

　b

　O

16・、串・・”・タ2i｝斗3・1

　　　　　　、ン12・4

　　　　Rl・・

　0　　1　0ユ
計 80名中 100．0 48名中 100．0

49名中1 1・α・1177名中
繍ll・

　㌧入手方法でヂ番多燕ったの嫉「買った〕で聡，＝4％で

i遡皇た9，噺髄聯拝」やうの嚇手灘こ 渡も
1，勲規ていない融を軽とし期レゆ恩脚

、亭、吊などであって確前に現物を見畑傑まr買った」
　　～’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　r

譲う聾黎藁』、1崇．，。．・、…
、一

　第15表、、」 』．’ 」、　∵』”　． 、』

』凱叫2命以上持？て騨力1野る嫉聯膨讐秘 1
」 r柚の度命は6か聯輿顔1聾勉

1．1
．多がマた。　　　　　　　 ・　　　 ．　　

元

，，』（9）獅車（ベビrカー）を揮った堵でその膨参

二、』泣考にレたものは第15表であった。　　　　　※　イ
　　　　　 r　　　　　　　　 　 　 　． 「　　∴1

り 』、

1 ㍗　　　　　　　 1
r　　　　　　　　　　l

一11 ∵ 『1’

乳母車 （ベビーカー）購入時参

鴛熔砲 1．、．

愛 育、病院　，中野北保健所 　 鳥 取　　総． 、計

麟蘇，卜％鄭回答刺％』
戸Q育廃山・： r1・冗 児一 rひ　　　1醤

　祖 母・知人の意見

7
13

11．3

21．0

4・　 11．4

7、　20．O

0
8　’242）ぞ♪231椴21ト5、

・一 3・一



店二一員　　の・ 』説 ．明

．マー 　 ろ1 　 コ・ ・ミヒ

その他（参考にしたものなし）

不　　　　 　　　　明

日本総合愛育研究所紀要

17∫

∫2

32

・2

27．4

3．2

51．6

3，2

第13集

．12’ 　34．3』　　、工6　　 48．5－

　4　　　11．4 　　　　 1　　　　3．0

110　　 28，6　　　　6　　18．2

2　　　　5，7　　　　　「、3　　　　 9．1

45　　34．6

7　　5． 4

48　　36．9

7　　 5．4

計　　　／ 62名中 ・1・…1
35名中 100．0

133名中 巨・…113・名中1
100．0

（但し，回答は後数回答式）1、

購入時に参考したのは「店員の説明」とレ．》うのが一

』番多く346落であった。

　しかし』「その他」として「何も参考をεしなカ1った」

という郷多く・≧ 佛愛龍町壱ま5・・6籏高か
うた。

　祖母・友人など乳母車（ベビーカー）を使用した経

　験のある者の意見や育児轡を参考に．した者があまり多

　くなかったのは意外な結果であった。

（3）乳母車（ベビーカー）を購入する時，留意したのは

　第16表のような点であった。

r第1』6表

』巻黙鮮一殉7〉醐時の

使　　い

耐1

安

経二済
形　　（姿

メ　　　　ー

デ　ザ　イ

そ

、不

や

久

全

性

勢

ン

の

す

（価

　向
力

。色

愛育病院
回答数

　さ　　　　27

　性　　　　8
性r 　「ず 　　　39

格ン　　　　』1

き）　　　．20

　－　　　　　3

・柄　　　　　1

　他、　　　6
　明　　　「、・0

計1 ・62名嚇

％

43．5

12．9

62．9
「1．6

32，2

4，8

1，6

9．7

　0

1QO．0

中野北保健所

回答数

23

5
17

5
9
1
4
2
0

、35名中

％

65．7

14』3

・48．6

14．3

．25．7

2．9

11．4

5．7

　0

100，0

鳥 取　　総 計

回答数

18

16

23

4
23

0
7
0
2

33名中

％　　回答数

54．5

48．5
6917

・12，1

69．7』

　0
21，2

　0
　6．1

68

29

79

10

52

4
12

’8

　2

1・…li13・名中

％

52．3

『22，3

60，8
7∫7

140．0

　3．1

．↓．19・72

　6，2

、1．5

100．0

（但し，　回答は複数回答式）

、’シ

曄：！ベビr麹の撫こ歌軒彰てい
』たが・第1破蝉∫（6・・8％）第2嘆いや1塗さ・

（5酵、3％），次いで》（赤ちゃんの向き・姿勢）1（40、0

％） 耐久性（22．3％）があげられていた6　　』 「

r（4）乳母車（ベビーカー）を購入する際，訪問した販売

　店の軒数は第17表のようであった。

第1了表：

乳母車（ペピ」r力一）購入時販
憂庫璽範聞野数11

．．

愛育病1院　中野北保健所　鳥 取　　総 計

回答数＝　％　　回答数　　％

1　　、』軽　　　だ　　　け侶2ド’　1軒急

以　　　上

　　　　　　　　　　　 明

26

422

41．9

2．6

5．5

12

14

34．9

5．7

0．0

11

84

33．3

4．5

49

140

37．7

31．6

α8

計 62名中 100．0 35名中 100．0 33名中 ・・畔3鹸’ 100．0

1
ρ 2一”

不

．漸　　だ
1軒急　 以

け

上

明

26

14

22

41．9

22．6

35．5

12

9
14

34．9

25．7

40．0

回答剃劣・回答糾％

　11
　18
　　4

（但し，2台以上購入した者があるため回答は複数になる）』㍉

　1’1軒の販売店そず1ぐ決めた者が37．7％で，2軒以上

崩し曄麟絵りわずがに卸・っ属ぐ』く に，愛

・育病院㎏嫉41．9傷が1軒で決めた者が多かづた。しが

　　コ』し逆に鳥取では2軒以上訪問した者の方が54．5％と多

くなっていた。

　これはデパートなど機種を多く取り揃えぐい1る販売

、店の有無なごと関係があるのでにないかと思われる。

・一 4・一



／

高橋他ド 9乳母車の使用実態ど齋故調査

5ポ　使用した乳母車（ベビーカr）『の形態こ・二諦∫ンプ

　』’使用毛た乳母車1（ベビ浄力戸）・rの型及び形式く赤触

．3茅嘩レジ・『∫11＝lt・・こ’．！』、［、

．二：ン．Ml・＝い

．＝ んの向き）じ1は騎第18表鎖第19表であるた。．！

1使用し七いる乳母革 1ヒンミセ暮勇ξ

ilr臼）1、の型マ』・1、1 r
、。

ヒl　iジ憾、ヤ、、

』二愛．i．育一零病，院

・回答数・ 　1％

．・ボ 』：．マ』。客．課、 『ス 宕1・蕊．「駄一、し

ヅ　’r‘㌦』㌧・ 馨　　　　　　　　　　　　　　　21一ぜ
　　　　　　　　　　　　　　　 46♪ご
州燃呼肯ア晦用型

踏ヨ　1ソ〆㌦・バー グ1 」ト▽一聖［　　　　　　　　　　　　　　弓㌔　へF30　こ・

　そ ・ゴ 』め”』1’1 ：二、：御他甲〉’1且竃

　　　　　　　　　　　　　　　　3　不　　　　　　　1　　明

計、

　6．3

26．3
』57．5

ε7．5

．・』2．5

　3．8
1．

、1ρ0，0

中野北保雛琢 、、鳥

回答数 ％ズ寧醗
　　　2宏b 28

・13先』37甲5一 　耳10
／

　　　　　　
　し

14・』129“2。1　11

　0レ　　0 ．　 1
　1　　　　2． 1　　　　　』2

48名中
，

100．σ 149名中
　じ

■　「　　　　　　　■「

取 　総　　』計

％ 回副移
／』5鮭乞し、～

廷鉱〇一

　2．0

　4．1

45

r3

6

”1PO・0．睡柚

1翅，9

723・2

　窪1・2

、25．4

　 1．7

、＝、β，4
1
　100，0

■　 か

第19表i

献
‘鱗』2貧以場盛…騨聯ので幽麟瞬）

1！旨　　1 ＄ンr　　1凸r　　1 ゴン9

ll毎ず病断漣騨保漸
口

、1騰．［、，．取　総 計

回答数 ％1〔： 週答数
％1』㌧∫ 個答数 ％1回答数 ∵％

監r』 対』　　　面禧　　㌧．式

　』木 　　　　　　　朋’」
　　’＼、Lr【　r　　　 い　　　『■聖

　　天f

』；611

・，

　1318

　7613ミ

10．0

一、L 2『

ンξ 44：：

　21
　0

　412
9117”一4－2　10

鮮．　6

　　 14』

　29 、　　、0．』

　12．2

∵28‘6

”59．2

　0

．19

19

9　

、3

r　
■　10、．7

67．2

1： ㌘

　、

i8・騨 48名中 ．f1⑩，0ド 49名中 ・・軌・ 1鰯中 職o

ぐ錠塑輪・禄訪即ジ』ド両珀型∫施番多之紅2

灘慧識晶徽電認衡
　・旭がし， 鳥取畑ま薩抄ス型ゴが5窃％と」番多’

　かったのに対し，愛育病院そセま』「ボヅグス劃ゴは6．3

　％と少なくなっそ“差評短［ 嘘 』’ ン’・ 3麟ン疏

毎1形蛾薦就繭ぎ）ほr進行式」』が召7瀦と一

　二番多力」った。r対面式』 は中野北保健所では4』2彩と．ご

　』く小数であったのに対し，愛育病院では13．8％とやや

　多 くなってヤ＝》た。 　　　　　　　　　　　．．．、、、、

，僚お鹸辮 噸 ●戦騨式」の回答力勲暫
圏のは．瞬ク裡」め乳母車 （傘言力？を朔

…犀た輪獅った爾と考筋れ摂・脳究
贈鳥細趣ツグ麺姻母寧歯一…勇二一〉がl
l鯵多1く欝用さ轡！た力牌砺咲鰹磯躯

牌控蝉し鰭轡獅劾規拳夏「魎式」の
瀕騨（kビ［が）は中馴ヒ鰻所よりも麟病院

（堺し 灘餓二慧1認警臨
鰯の普麟どを騨蛇る鰯委鰍
鵡重議一ヅの磁惑擁、

　φ　乳母車（ベビーカー）の使用開始時期は第20表の通

　　・bぞあ1った。 β　 　1r ＝　・』薮ll二鉾ン：7ニン1
＝

』

』ナ第甑”一」絃1償謬！，奮

翁

　釦
｛

　20
しθ

：0 」6P㈱）

40（2a7）

6（aの

　　　　　　轡麟爵懸ll：磨

　　　　　　　　　　　　
』1

33（夏8直》　 　　　　　　　 一㌧　 r、　　　　、，

　　　　　　　　　　　　ず　ず　　閥（Lao）　　　 ∫P＞iiゼ’レヒニl　　　l

22㈱　　　　　　…1 一・ ・

1
　　　　7（4① 　　　・熱』ノ謝
　　　6（馴） 。（・）鋤㈹。〔・’3（畷鯵瞬』

，？で墾、朗題…∫ヤ聾紬猫即ゴ～洛地師繊鰭
1的環境の違玲の他1こl　l使用された時期炉各地区間で2

　　生・23456739皿HL・珍 黛、1翼 1、1紹

　鞍盗賀資資賀賀労労劣劣離浮
Fl

匙　　1 『二
・　　、 三1・☆il

』轟のは生後齢らというのもあ？葵1鐵撫

「る櫛7％が生後3卿ら醐の間喉鰺繋三、
ビーカー）を使い始めていた。　　　、蹄｝ 」1窒票1讃1』

一95一



日本総合愛育研究所紀要 第13集

　この時期は丁度乳児の首がすわる時期と一致し，乗

せる母親も首のすわりを目安に使用開始時期を決定し

第21表

人

1

16（軌の

4⑳7（勧4㏄）
　　　　5㈱　　

qp

　　数字は四答紋
訊178）（）内は多

8（緬）

8（4，5）

鮫

鍵弄》｝身轟芽多多多多
月024681002

46
以　か　か　か　か・か　か　か　か　か　か
阿　月　月　月　”　刀　月　乃　乃　月　乃

　　　　　　　　　　　　　以　　　　　　　　　　　　　後

　ているようであったQ

（2）乳母車（ベビーカー）の使用終了時期は第21表の通

　りであった。

　まだ乳母車（ベビーカー）を使用中で佼用終了時期

　は不明という回答が51．2％と多く，はっきりとはしな

　いが，終了時期は1歳6か月から2歳の間に回答が多

　かった。

　乳幼児の歩行への興味，運動機能の発達による歩行

　の確立などと闘係があると思われる。

（3）乳母車（ベビーカー）の1日の使用回数1回の使用

　時間は，第22表，第23表の通りであった。

第22表

乳母車（ペビーカー〉の
使用回数

1　　日　　　　1　　回
　　〃　　　　　2　　　回

　　〃　　　　　3回以上

そ　　　　の　　　　他
不　　　　　　　　　　明

計』

愛育病院
回答数

29

25

8
9
9

8・1

％

36．2

31．2

10．0

11，3

1工．3

1…。1

中野北保健所

回答刎％
工2

24

8
0
4

481

25．0

50，0
1617

　 0
8，3

1・…1

鳥 取　　総 計

回答刎

8
21

6
0

14

4gl

％　　回答数

16．3

42．9

12．2

　0

28．6

49

70

22

9
27

肌・『11771

％

27．7

39．5

12．4

5．1

15．3

100．0

第23表

人

．40

30

20

工0

’闘

ユo（56）

43（27．D

40（2a6〉

4（23）7（噸06（銅）

致字は凹答激
（）内は多

9（5L）

13（7の

　』、

　、　秘1（軌1）
15釧》　30　4045、　　60

90 120（180）分

　　以円

　1日の使用回数は，1回か2回というのが多く，

67，2％になっていた。最高は1日4回，少ないのは週

に2回位であった。

　　1回の使用時聞は，30分から60分というのが65．0％

　で一番多かった。最低は10分，最高は180分であっ

　た。

　使用状況は，乳母車（ベビーカー）の型によって多

　少違うようであった。ボックス型の使用開始時期は他

　の型よりやや早かった。コソパクト型は陣用開始時期

　が遅く，使用終了時期も遅かったが，中には生後2か

　月からコγパクト型を使用しているという回答もあ

　り，考えさせられた点である。

了．乳母車（ベビーカー）の使用目的

　 乳揖車（ベビーカー）の使用目駒は第24表の璋りで

　あった。

第24表

乳母車（ベビーカー）の
使用目的

、撒　　　　　・　歩
日』　　 光　　　浴
買』　　。し　　　　　 物

そ　　　　の　　　　　他

不　　　　　　　　　　明

計

愛寛病院
、回答数

34

7
67

10

3

1
89名中

％

42．5

8．8

83．8

12．5

3，8

11・…

中野北保健所

回答劇％
31

3
43

4
工

64．6

6．3

89，6

8，3

2，1

48名中　 100．0

鳥 取　　総 計

回答数

26

9
3工

8
2

49名中

％　　回答数

53．1

18．4

63，3

16．3

4，1

91

19

141

22

6

・・軌・・ I177名中1

％

5真．4

10．7

79． 7

12．4

3．4

100，0

（但し，回答は後数）

一96一



高橋他・乳母車の使用実態と事故調査

ドr 乳母車（ベビ些力←）』が一番多く 使用されていたの

』はジ買物忙行く・ときド（79． 7％）セあう たざ」次1が 1散歩
・・ 1．4％となづた6

Iこ調　 ！： F

・．
ほ』1、 』．・＝ビ㌃㌦＝』・

　日光浴というのは乳母車（ベビーカ ←ンを戸外に置

いて動かさな恥で使用することで，トこれは10．7％ど他

の目的に比べて少掌であづた。　』　』㌧　巳ビ』

　丁∵その他の回答の内容は，』風呂に行く時ジ上の子の幼

』稚園の送り迎え， 掃除中子どもを外に出すため， 農作

1』第25表

∫1業の時子ども『を入牲ておぐ，丸というのであろた。

　．買物に行ぐどき、，1『、という’回答が÷番多かうたのは，

：．母親が買物に騒際子描の醐をみる者が他にいな

　いという核零族化が関係してし｝るものと悪われるず

8．　乳母車くベビーカ』）の収納場所
ド、

　乳母車（ペビrカー）の収納場所は第25表の通りで

　あった。．二
、． ・＿、

乳母車（づミぜ一カー）　の　

収納場所

愛育癖院 中野北保健所 鳥　　　取　　総　・　　計

画答数 ％ 回答数
、「 1三 珂答数． ％．』 回答数1 駕

玄　　　　　　　　　　関
　　　置　　（倉　　庫）

　　　庫　　　（ガレージ）

アパー ト・マンンヨソの入口’

　　の　　他　　屋　　内
　　 の 　他　∵　戸　 「外　

不　　　　　　　　　　　明

34　
936

26　一

20

42．4

1．3

．8

．5・

．5・・

．5

5．0・

　　
16

　　7
　0

　0

　3

　　9
1　13

33．4

4．6 　　9
　　5

　1

　17

　　7
　4

6・ 、32，6

　　18，4

　　　10．2

　　2．0

　　14．3

　　 14．3

　　8．2

　・66、

　25
　8　〆

　7

　12
　22、

　．37

㌧ 37．3

　　～　　 　

　雀5
4．0

』f6㌧8

12．4

2σ．9

乳母車（づしビーカー）の

収納場所

計’死

愛育病院
1回答数

8σ　100，0 43』　　100．0

計

駕

49エ・砿・い77・・軌・

、・
納場所で一番多かづたのは，玄関で3713％であっ

た。次いで，物置（倉庵）144％で・ 軒下など戸外に
r㌧ 硲ている者もi2濠％あらた6 どく．忙車野牝保健所で

霊轡と喫糊鞭至多1解額
　‘玄閉に置ぐ場合， 乳幼兜を乗せる状態のままぞ置く
三’ 谷と折〇五だんで置く場合とがあゆ，’共同住宅唐住

第26表

者や玄関の狭い住居の場合は置ぎ場所に困っているよ、

賛劾た・ア癌 陣蹴鋸儲卿には・一応
壁内ぞはあるが入rlめ階段の下や踊り場に置いている

掴聯だゆ勤蕎摩ゲ　　　．，
9』乳母車てタピ‘カ：言）硅用中の事故畳η　　1・・

　1乳母車文ぺど有力垣ン使用中の怪我や事故の状況

亜轡鱒鷺赫む

㌔1乳母車（ペビーカ［）使用中の ，愛i育，病、1院　　中野北保緯所1　鳥‘』 取　　総 計

、一 事放 ・故障’
鵯、 厚答数㍉ll』解！ 回答数、 1「％” 向容数　％

　1．1テ 』ぐ’も ρ』 転 、r

．部品め破損により子』どもカギ怪我　　　，
　レロし　　　　　　　し

．郡品薇損によ晦親力軽我一

、諏陣用中部品力曝損
　ブレザキのかけ忘れによる蛮故

1巌蛎によ11惹．礁故 り

　 付属畠を亭どもがのみ 込む、

まミ［ ！i、の・ 』・
旭・

　事故敬障 φ、降，験なし

　．．1不・』 1 、、．
』　㌧、、 明

工11 　 工3．8』

3　3，3レ

』0計　　σ

　2r．　2、5
』σ 　　0』

　3f　　3，8

　σ 　　0
・11　 　　13．8

48　　60．0

　4　　5．0

　　 33」3　　　　 ユ4

真、　2P1　 1

転　2・1　　1
9　18，8‘プー5

3　6．3　　2
2・』　4』2　　1

0　　 σ一・　　0

0　　　　　　．P 2

1837！昼 、、22

8　　16．7　　　　6こ

　　 回答数

28．6　　r　　 41

2．0　　　5

2，0．　　2

10．2　　－16

4．三　　　5

2．0　　　6

　0 　　　0

4．1　　1串

44．9　　ぎ8

12．2　　　　18

計 8嬢中。｝三鈴048名中 ・・儀曜9名中1脚1・77名中

％

23．2 l

2．8．

』1．1・

9．0

2．8

3，4

　0
マ，3

49．7

10．2

、100．0

弘　　1（但し，∫回答は複数回答式）
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　乳母車（ベビーカー）．を使用していて何らかの危険

な経験をした者は40，1％であった。（177名中71名）

　事故の中で一番多かったのは，｝乳幼児の転落であっ

た。これぱ乳幼児が乳母車（ベビ』力門）の中で立ち

上がりパラソスを失って外へ落ちたものと考えられ

る。、

　次いで多かったのは，使用中の部贔の破損であっ

た。これは直接乳幼児又は母親に被害はなかったがや

はり危険なことであろう。破損の最も多かったのは車

輪部分で，使用中ぐらついてはずれた，という回答が

多かった。

　また，「その他』の中で特に目立1ったのはベビーパ

ギーには買物かごが付いていないため， 押手のところ

1に荷物をかけたところバラソスが崩れバギーそのもの

第2了表

　が，後ろへ倒れた，rという回答が多数あった。これは

本来荷物をかけるところでないところにかけたのであ

　るから母親の不注意ではあるが，乳母車（ベビ胴カ

　ー）を買物に行く時使屠することが多くなっている以

・上，荷物を置く所についても配慮が必要ではないかす

　今回の調査では，明らかに何らかの実害のあった泰

　故のみの回答であるが，その他に「転落しそうになっ

　た」．とか「怪我しそうになった」などの漢然とした危

　険感などを含めると，乳母車（ベビーカー）使用者の

　大部分が危険を感じたことがあったのではないかと思

　われる。

10　S　Gマークの知名度

　　S　Gマークを知っているかどうかは第27表の通りで

　あった。

S　G、マー　ク． の知名度
　昏　1

愛育病院　　中野北保健所　　鳥 取 　総 計

跨数1％回劉％回徽［ ％　　回答数　　％

知っ・ている知　　、ら　　　な　　　い

不　　　　　　　　　　　明

41　51．2
33　　41，3

6　　7．5

16　　33．3

31　　64．6

1　　2．1

20

27

2

40．8

55．1

4．1

77　　43．5

9工　　51．4

9　　5，1

計 1 80
100．0

48 ユ00．0 49 ・・…li 177
100．0

　乳母車（ベィーカー）を所持していた者の4＄5％が

S　Gマークを知っていた。S　Gマークは東京中心にP

Rされていることもあって，東京のξくに現在乳母庫

（ベビーカー）を使用中の母親が一番よく知っている

ようであった。その点では鳥取の方も予輝堪上に知名

度が高かった。これは鳥取の回答者の多くが保健嬬又

　はそゆ経験者で乳幼児に関する事柄に関心が高い準め

　ではなレ、カ・と思われる。

11乳母車（ベビーカー）の必要度

　乳母車（ベビーカー）を使用してみてやはり乳母車

　（ベビーカー）は必要かどうか，については，．第28表

　の通りであった。

第28表

乳母車（ベビーカー）の必要度
愛育病院　r中野北保健所　鳥 取　　総1 計

酪刺傷回答糾％回答数［ ％　　回答数　　％

’必　　 要　　で　　あ　　る

必　　要　　で 　な　　い
’わ　 か　 ら　な　 い

不　　　　　　　　　　　明

63　78，7
9　　11．3

2　　　2．5

6　　7．5

43　　89．5

2　　4．2

1　　2．1

2　　4．2

39

2
3
5

79，6

4，1

6，1

10．2

145　　82，0

‡3　　7．3

6　　3．4
13　　 7．3

言十 80 100．0
48 ・・…1 49 1・…” 177 真00，0

全体の弓2，0％の孝が，乳母寧は「必要である」と回

答してい弟こ桝撞り高い率であ李規言えよ
ち。

・しかし1・母亭衛生研究会の昭和48年め調査＊ではド

必要度約50％という結果 も出されている。

　＊母子保健No．174昭和48年10月1日発行付録

　　r母子用品（のりもの）についての調査『

　　　　　　　　財団法人　母子衛生研究会関西支所

12，各設問の相関

　　各設問の相関は以下の通りであった。ただし，これ
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　以外のものは顕著な蔭向がみられなかったので省略し

為ゼ「．〉ζ r 1ξv｝』』階『』団△1百・』1　鼠．．

頭磯燗時舵も鱒講砺鮪無孚母興さ
畦所墳郷礪麟麹卸よ うi鄭ち葦譜

第29表・　r誠　“　｝1「「・ll、へ
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

睾叢講・膝舞藷
い　る 101、57．7

　　　　　　　　い
，いな い 　74． ，42。3．、

計 4「輌ll

15三 怨・4
6 ．1甲・6

”211、璽or

リセ

1第30表』．

　　毎親が外出する際乳幼児を世話する考が必ず恥獄家

、．卿塘紳騨璽勲7）・ρ騰率力1侮姪植
　、逆K母親以外犀子ゼもめ世話をする者がいな“家庭で

騰蜘靴撞沸コ〉の所持細監筒かっ鳶潮麟

ゴ家庭では乳騨（醒一力夢〉壷泌綿であろう力嶺

撒舞響讐嬢？騨？・騨
　　紛ス聾ヂ勲寧舳承無～拠遥レ

寧越聯鰍轡読疲ざ穂轡
　為・』5 』』　，，ら　　　〆ンン 　　』湛
　　 午7尽一磨や付薯同住宅では，コηくクト型φ所袴

：1響轡響脚弊日1で聴1髭』類
…二

乳母車（ベビ漏功一〉一の型
』

二住宅形式 〆・

’憬ックヌ型』

回綱 、、，％1葺

淋r、　鼠　　 ・』 ーックス・ シ
　シ 一 型

r．＿・ ト澗用型1
回答数卜彩÷，土嘩数1、瀦，狸回、答数

そ の．他』

、回答数 ．％

3チレ〆eタ・←付共同住窄』

　．干．レざゴタ陛無共同住宅』’

㌦魔£！1・戸．1 ［建

『」・・
計』　．・’

36

　一’一『0『　「・

1＄ド2

キ81．、8

4
12

r1 10［ Oい瓶51りぺ．

30；・0　　　工2

、60・ρ遊
㌔

20．二5iく

』1ai4、

63ひ、1・』

＿こ
1工 一　＝．『25；0　．

　10　　22．7

2βいN52・、3

フ33．4

ぞく・33・3

　＝33．3

i卜叫r・⑩o卜401 1σ・』。㌦1ζブ31r』 頭い・・∫。レ3ド1｝1b…

、琴 11㌔ 　　 ” 』ら㌧1 　　川二11声　　一『』・

　 このように，住宅形式は所持するr乳母車・（ベビ肩力．

一）の嚢瀧する鄭とな※噸岬やれ妹

麺嘩こ∴．1』1諭』管貿惣、欝凝響1∵

丸㌔ら 説
1≒’こ・』、∈． し☆三 』臥＝ 』　　　　　　　『撃・”

（3） 使用脚類騨（ベビーカ戸）・礪騨蜘卸

’讐1讐饗』1』『ll※・※一

器鉾裂？難側轟罐劃講　
・＝ 塵飛α他・・

　’ 孤 　　　　　　　　　 ぷ 疋　o甲一ノ

☆ノ』光・・

費
　　　　動・蹄そ　　　　の　　　　他

　o

　　
26

騰、。1．

y》ン畷1』三1翌旨全擁．6歴含2　　　7．3　　8

r　　’　戸　　・

4．4

　『3， 1』

5砿0

12，5

ノ、 否』”‘～、ご測＝『門

二．・ 、28』8

11る、 9㌧9
㌧’ 蘇㍉ド奮2

　 9こ ［』 8．1

　r　』　〆

　24

　 3
・「 2』1一

　4

　　　　r鵯 ！㌃’ 　〆’、r’
2・9

㌧　3‘、㌘5．0

，5　　0　　　　0　　　　　　：乙）ミ”τ＝τヤ

計、
、叫』 蝿。1641 、・

・・i・レ ・！1卜漁…ρ卜，鼻　　　 ・偽即・卜 ・4…・二・・ぴ・

　∴ 、ゴ’ 　党
・』・ r、馨拳 1￥・誌．

ヂ譲の聖勤轍歩に襯塾苓暢鍵麹） 舜
弓養鯵には・，：痴以駆秘4スゼ，物ト醐型
，が多く用いられ暴買物碍劃コ1，｝6づ久ト型， ボッ ぞス

。．癬樫醐鹸多く恥ら泌とい獺向齢勅

畜犠う幽幽顧ビ斗碗型
・亭は・ 麟鍍蜥があるllと思殊き己
¢．1し騨（使嬉の型轡の開係聯卿
　雷うヌ隼あゑた。』．　　一㌧』 ヅ’ 些』」膿忍、：ゾ

逆磁鵜静かった磁～1｛協哩嫡蹄数騨
す硬轡麟｝堪o％であった・次レ’すボッ％

』）

』し

～1・』涛満脚髄％で麹牽・、瞬解て購脚9

晦．紹鯉触では誘磁蹴低姪為動1
　誠轡細中で肥鯉でも乳幼児嘩麟雪

籍轡ト聯騨轡1・3響1
折だたみ麟鞭ソ・桝型幡鱒世嘩が1

れでい纏蘇なが逸り臆外であ逮訴9騨
と嶋等塑の騨寧傭盈瑚趣踵
用期間が繊誌廷の子のお下卿を使う妊繊．

51 な晦め：1講肪れ騨t．捗鶴鯵樋澱二
印象よりも安全に伶ちれていることも考えら静よう。
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第32表

藩 故

乳母　　 舞．繭ト雑薯！群
子　ど　も　の　転　落
部贔の破狽により子どもが怪我

部品の破損により母親が怪我

故障使・用中部品が破損
ブレーキのかけ忘れによる事故

振動による瑛赦
そ　　　　の　　　　他

礁故・故障の経験あり　　小計

事故・故障の経験なし

計

・12

0
0
4
1
1
1

27．3

　0

　0

9．1

2，3

2．3

2，3

12

2
0
7
1
1
2

29，3

4．9

　0

17．1

2，4

2．4

4．9

17

3
工

5
3
3
7

　その他
回答数1％

23．3

4』1

1．4

6，8

4．1

4．1

9．6

6
0
0
0
0
3
9

13．3

　0

　0

　0

　0

6，7

20．0

0
0
1
0
0
0
1

　0

　0

33．3

　0

　0

　0

33．3

19　　　43，3　　　25

25　　　56．7　　　　16
61・0　39　53．4　18　40．0　2　66．7
39・0　34　46．6　27　60．0　1　33．3

44r恥1・・軌・17311・α・国1・・、・131・・軌・

　　また外見上はいかにも危なっかしいので母親がかえ

　ってよく注意して使用するためということも考えられ

　・よう。

　　しかし，コンパクト型，殊にバギー等では荷物置場

　の不備からベビーカー自体が倒れるという・新しいタイ

　プの事故もあり，その使用方法に問題が残されている

　ように思われる。

13，乳母車（ベビーカー）の安全性に対する母親の窓識

　　とその問題点

　アソケート結果からもわかるように，乳母車（ベビー

カー）の使用者の約半数がそれを使用中に礁故など何ら

かの危険を感じているようであった。とくにそゐ中でも

コンバクト型のベビーカーはその危険性が懸念されてい

るようである。

　このような状態kもかかわらず，乳母車（ベビーカ

一）を使う母親は，その安全性・乳幼児への影響をあま

り考えないで安易に使用し二ている，という意見もある。

　そこで，ここでは，母親の乳母車（ベビーカー）の安

全性についての意識度と，そ診に相反する「便利さ・使

いやすさ」について，どのように捉えているかを探り，

今後このr安全性」と「使いやすさ」についてどう考え

ればよいのかを検討してみたい。

　（1）安全性の意識度

　前述のアンケート結果の通 り，乳母車（ベビーカ［）

購入時の留意点では，第1に「安全性』（60．8劣），” 2

に「使いやすさ」（52．3％）をあげていた。

　しかし，愛育病院では，第1位「安全性』（62．9％）．’

第2位「使いやすさ」（43．5％）となったのに対し，中

野北保健所では，第1位が 「使いやすさ」（65，7％），第

2位が「安全性」（48．6弩）となっていた。＊これは，対

第33表

、 生 1ボックス型 1シート型
ボックス。ソート両用型

コンバク ト到 その他

購入時の留意点
！回劇 ％ 1回劇 ％ 回綱 ％ 回答剃 ％

1回答数1
％

使　い　や　す　さ 12
27，3

16
39．0

27
37．0

24
53．3 1

33．3
耐 　　　久　　　　性 13

29．5 3 7．3 9
12．3 2 4．4 1

33．3
安 　　全　　　　性 21

47．7
15

36．6
41

56．2
19

42．2 1 33．3
経　済　性（価格） 1 2．3 6

14．6 3 4．1 2 4．4 0 0
形　（姿勢・向　き） 、11 25．0 8 19．5 21

28．8
13

28．9 O 0
メ　　　ー　　　カ　　　ー 0 0 1 2．4 1 1．4 2 4．4 0 0
デ　ザ　ィ　ソ・色・柄 3 6．8 4 9．8 5 6．8 2 4．4 0 0
そ　　　の　　　　他 4 9．1 0 0 2 2．8 4 8．9 1 33．3

計
1必名中1

100，041名中 1・甑・『73矧 1・軌。145名中1 1・呵銘中1 100．0

型

（但し，回答は複数）
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高橋他・乳母車の使用実態と事故調査

象者の子どもが，愛育病院では満 r歳前後が多く丁現在

使用中上の状態，∫中野北保健所では満3歳前後で1「②，

3年前に使用した」という状況の違いにもよるのではな

いかと思われる。 こ1のことから夕時代の移、り変わりとと

もに1、徐々．に 「使いやすさ」第一から、「安全牲」 第9べ
と母親の意識が変化してきているのではないかとも思わ

れる6…1 　∵ 』　 』1il’ 鵯二

1』豹アシゲ声ト回答は複数回答式 』・

　（2）乳母車（ペビーカー）の型とφ関係’

でr乳母車・（ベビ｛カ』）の型と購入時の留意点の関係は

第33表のようであらたず r、

・これによるとTボッ・クス型」を購入した者はゼ＝第f比

「安全性」（47』7％），』第2に 「耐久性」＜29．5％）∫・r第3

に「使いやすさ」（2？．3％）レを挙げ《いたが1「当・ンバク

ト型」 を購界した者はジ第11に「使いやすさ』（58誘％）

第2 に 「安全性」1（42．2％），’第＄に…「形」 を 挙げてい
た』”

二・

ま（3）1』1住宅との関係』　ト』　．』－、
・ 1嘱、．．

・、次に詮住宅形式と購入時の留意点め関係をみ｛みる乏

第34表のようであらた5て但，しエレベ」ター付共同住宅

ど等レベ←タ←無の共同住宅はま とめで・「共同住宅∫之

した）』

第34麦

住宅　　　　　　　　　　＿　　　　共同住宅　 一、、∫尺建

購入時の留意点酪数r ％回答数卜劣・

使いやす．さ

耐』久　　性

安　　全　　性

経済憶（価格）

形（姿勢。向き）

メ　、一　力 一

デザィソ・色・柄

そ　　の　・他

27

3
27

2
15

14

1
5

43．5

4．8

43．5

3．2

．24．2

6，5

　1．6

8．1

40

－25

52

8
36

0
．11

3
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35，4

22．1

46．0

7。1

31．9

　0

9．7

2．7

100，0

（複数回答）

これによると， 乙戸建住宅唐住者は 「使い二や［すき」

（35．4％）1よりも・「安全性］ （46』b落）一の方を多く取り上

げて婁・だ力炉共同住宅居住者は 咬）・φすざjゴどr安全

性∫砕と障司じシエイ’盲』1（43i5％）・を置い宅購ズじてり≦るこ

とがわかった。

｛“）ト乳母車（kビーカ・一） め安全性に対する母窺め意

識と意見”』ド で　・㌧
・一

き

・これらデソケ」下の結果がら次のよ’うなことが推測さ』

れるξ・1

　母親は，r乳母車』（べε一カー）を購入する際，r「安全

性1・をまったく無視しせをまいないが，実際乳母車’』（ベビ

」力造）、を使ら乏なると』住宅事情て収編揚所ブや道路

事悔く交通量㌧横断歩道橋アなど生活環擁4）諸問題があ

嘉、離鴇翫奪轡轡鯵墜轡
　乳母車（ベビーカー）の型の中ではボックス型が←番

下安全性』が高じ・乏認識されているようである。・じだが

う之癖惰が許せば子εもの安全φたあに糞ボ》』ク哀型を

使いたい と思みていおゐではないだろうか。・第35表のよ

うに1」戸建住宅房毎者ク）方が， 承ックス型やボラクメ

型に近い両用型の乳母重一くべε一力」） を使用すう割合

が多くな？ていることからも推測できタう夕　」 、　膜

　r乳母車r（ベビーガー）は子どもへの影響を考えて安

全性を第逃考えな瞬曝らない』 とレ・うヒと肺分

承知しているが，現棄の問題としてそ苑は難しい碑ど

、いちのがi現在4）夫多数φ母親ゐ意見ではない だぢう

か。

　ところが，この「使いやすさ」というのには2つの意

味が含まれていると思われる。・一つはミ生活の美情に合

ったものモという意味で，・これはある程度納得できるも

のであろうが，も一う一つミ母親の身勝手≒という意味の

使いやすさがあると思われる。 母親自身が少しでも楽を

したいために，子どもが犠牲になってヤ・る状態であるら

今まではどちらかというと後者の意味の使いやすさが多

かったのではないだろうか。必要以上に長時間子どもを

乗せたり，母親の足手纒いにならないようにするだめ乳

第35表

、
型

ボツクス型1シー哩 ボックス・シ
＿ト両用型　コンバクト型　その他

住　宅
1回答数 1回剰％1回綱％　　％ 回醐％．向酬 ％

エレベーター付共同住宅

レベーター無共同住宅

　　　　戸　　　　建

0836

　rO

8．2

1．8

4　　10．0

2－　30，0

4　　60．0

　15
12

46

20．5

6．4

3．1

11

023

25．0

2．7

2．3

1　　33．4

　　33．，3

　33診

計 44い・…14・1・・伍・巨311・砿・144ゆ軌・ト』3ド 重・⑳／；r
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母車（べ．ビーカー） に子どもを入れて目を放し・て、レま

う，など子どものことを全く考えていないよ うな使い方

きレているのが見う けられる。 また，乳母車（ベビーカ

ー）による卒故の多くは・母親の誤使周のためであると

も言われている。

　これらのことは，母親の育児意識，子どもへの愛情な

どの問題とも関わってくるが，乳母車（ベビーカ「）の

安全性ということについては，．製品を見ただけではわか

らない部分もある。また，乗っている乳幼児も自分のロー

から「痛い」とが「苦しい」とか言わなヤ・；とも為っ

て，その乳母車（ベビーカー）．が宏全で弟るかどうか判

断しにく斯・場合もある。そう竪う点から母近「安全認定

基準」により， 見えない部分までチ呂ッ クされるように

なったことは意義があると思われる。、母親としても「安

全」の基準がわかり，乳繹車（尽ご一力r）選択啄）目安

となろう。

　なお，S　Gマークについては聖 現在乳母車（ベビーカ

ー）使用中の母親でも約50％しか知っていない。設定さ

れてから日も浅いこともあり，今後，販売店やマス塁ミ

などを中心に，よりS　Gマークの主旨内容が理解普及さ

れるよう，各界の努力が望まれる。：

w　結論

　乳母車（ベビーカー）は乳幼児を持？家庭の約90％で

使用れさていた。

　使用目的は・ 買物に行く時が婁も多く．・、珠いで敵歩に

行ぐ時というのが多かづた。

　．使用時間は，1日1ゴ2回，’1回30分から60分という

のが多かった。

　ボック不型は一戸建家庭で多く馬いられ，シート型〆

折たたみ式携帯用のコソバクト型は共同住宅，核家族家

庭で多く用いられる傾向があった。

　乳母車（ペビーカー）の使用は，乳児の首のすわりを

目安に開始され，歩行の確立，行動の活発化によって終

了されていた。

　乳母車（ベビーカ7）使用中，危険な経験をした者は

約40％で，乳幼児の転落というのが最も多かった5礁故

発生率が一番高いのはシート型で，現在世間で問題とな

って魁る「コ、ソバクト型は事故危険率が高そうだ」とい

うことは，今回の調査結果では出てこなかった。

　乳母車（ベビーカー）の安全性に対する母親の意識と

して，子どもへの影響を考えれば， 安全性を第rに考え

なければならないと大部分の母親は承知している。然し

ながら現実の問題として，狭い住居， 高層住宅£収納場

所の問題等から，使いやすさ力霊第一になって，1、安全性が

やや犠牲になっているふしもかなりみられた。

　乳母車（ベビーカー）一は母親が使用者であると同時に

乗る乳幼児も使用者の一人である。母親と子どもの双方

の使い易さを考えなければならなヤ・が，乳母車鈍タ至事

故も少くない現在，何よりも安全性は第一に考えられな

ければならない。この点からもまだまだ乳母車（ベビ厘

カー）は再検討されるべきである。

、』
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